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今
後
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悪
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し
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る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
兆
候
が
示

る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
兆
候
が
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
危
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水
管

し
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す
。
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危
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問
題
の
一
つ
で
あ
り
本
質
的
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。
ま

て
い
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
将
来
の
姿
や
将
来
の
世
代
に

た
、
将
来
の
姿
や
将
来
の
世
代
に

対
す
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慮
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ほ
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ど
な
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ま

対
す
る
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ま

ま
、
毎
日
山
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ

ま
、
毎
日
山
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ

る
ゴ
ミ
の
山
や
過
度
の
水
利
用
、

誤
っ
た
水
利
用
に
よ
っ
て
自
然
環

境
は
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
振
り
返
っ
て
私
た
ち
の

住
む
地
域
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
い
わ
い
、
四
阿
山
系
の
水
源
に

恵
ま
れ
神
川
に
よ
っ
て
き
れ
い
な

水
を
与
え
ら
れ
、
お
か
げ
で
縄
文

時
代
か
ら
神
川
の
沿
岸
に
は
集
落

が
出
来
文
化
が
栄
え
て
き
ま
し
た

し
信
濃
国
府
も
開
か
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
有
数
の
少
雨
地
帯

で
あ
り
稲
作
に
よ
る
水
の
需
要
期

に
は
水
不
足
と
な
り
、
平
素
助

け
合
っ
て
生
活
し
て
い
る
近
隣
の

人
々
の
間
に
さ
え
水
争
い
が
起
き

た
事
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
水
不
足
も
先
人
の
知
恵

と
努
力
に
よ
っ
て
菅
平
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
た
お
か
げ
で
解
消
さ
れ
た

の
で
す
が
「
喉
元
を
過
ぎ
れ
ば
熱

さ
を
忘
れ
る
」
の
た
と
え
の
よ
う

に
我
々
も
い
つ
し
か
菅
平
ダ
ム
の

あ
り
が
た
さ
を
忘
れ
、
当
た
り
前

と
思
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

川
に
流
れ
る
水
を
大
切
に
す
る
と

い
う
気
持
ち
さ
え
な
い
人
々
も
多

く
川
に
ご
み
を
捨
て
た
り
汚
水
を

流
し
た
り
し
て
、
下
流
で
農
業
用

水
等
に
使
う
人
の
こ
と
を
考
え
な

い
人
も
い
て
困
り
ま
す
。
自
然
環

境
は
、
我
々
の
少
し
の
心
無
い
行

為
や
自
分
の
利
益
の
み
を
考
え
る

行
動
が
積
み
重
な
っ
て
壊
れ
て
い

く
も
の
で
油
断
し
て
い
る
と
日
本

も
例
外
で
は
な
く
、
工
場
の
排
水

に
よ
っ
て
地
域
の
人
々
が
大
き
な

健
康
被
害
を
受
け
た
例
も
い
く
つ

か
あ
り
心
配
な
事
案
も
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
を
生
き
る
者
と

し
て
、
お
互
い
に
先
人
の
努
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
川
が

こ
の
水
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る

の
か
を
考
え
、
地
域
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
与
え
ら
れ
た
素
晴
ら

し
い
水
環
境
と
水
資
源
を
護
る
た

め
に
最
大
の
努
力
を
し
、
誇
り
う

る
自
然
と
豊
か
な
郷
土
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
子
子
孫
孫
に
伝
え

て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
び
、
４

月
の
人
事
異
動
に

よ
り
上
小
地
方
事

務
所
農
地
整
備
課

長
に
着
任
し
ま
し

た
北
澤
隆
幸
で
ご

ざ
い
ま
す
。
上
小
管
内
の
勤
務
は
初
と
な

り
ま
す
が
、
長
野
県
神
川
沿
岸
土
地
改

良
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
長
野
県
の

農
業
農
村
整
備
事
業
に
対
し
多
大
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
本
稿
を
お
借

り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
着

任
後
１
カ
月
が
経
過
し
、
り
ん
ご
の
開
花

を
迎
え
る
季
節
と
な
り
稲
作
等
農
作
業

が
本
格
化
す
る
頃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

も
着
任
後
、
本
年
度
の
業
務
推
進
目
標

達
成
に
向
け
管
内
の
概
況
や
課
題
の
把

握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
長
野
県
神
川
沿
岸
土
地
改
良

区
関
係
の
事
業
で
は
、
現
在
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
（
基
幹
水
利
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）「
神
川
左
岸
地
区
」
が
平

成
21
年
度
か
ら
、「
吉
田
堰
地
区
」
が
平

成
23
年
度
か
ら
着
手
し
実
施
中
で
す
。

ま
た
、
菅
平
ダ
ム
の
関
係
で
は
、
昭
和
43

年
の
完
成
か
ら
45
年
を
経
過
し
、
老
朽

化
に
よ
り
維
持
管
理
費
が
増
大
し
施
設

の
補
修
・
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ

と
、
ダ
ム
の
堆
砂
の
進
行
に
伴
い
、
利
水

容
量
の
確
保
や
水
利
権
更
新
等
の
課
題

に
対
し
、
箱
山
理
事
長
さ
ん
を
委
員
長

と
す
る
「
菅
平
ダ
ム
保
全
管
理
研
究
委

員
会
」
に
お
い
て
対
策
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
更
新
や
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
全
国
共
通
の
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
そ
の
対
策
事
例
と
し
て
、

私
の
前
任
地
で
あ
り
ま
す
北
安
曇
地
方

事
務
所
管
内
の
長
野
県
白
馬
村
土
地
改

良
区
の
農
業
用
水
を
活
用
し
た
小
水
力

発
電
事
業
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
県
で
は
、
昨
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
長
野
県
総
合
５
カ
年
計
画

「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び

こ
れ
と
一
体
的
に
推
進
す
る
「
第
２
期

長
野
県
食
と
農
業
農
村
振
興
計
画
」
に

「
小
水
力
発
電
導
入
促
進
プ
ロ
ジ
ュ
エ
ク

ト
」
を
重
点
事
項
と
し
て
位
置
づ
け
、

県
内
の
農
業
用
水
に
よ
る
小
水
力
発
電

の
設
備
容
量
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
体
営
事
業

（
国
補
）
で
の
小
水
力
発
電
施
設
の
建

設
に
対
し
て
、
本
年
度
か
ら
県
の
上
乗

せ
補
助
率
を
5
％
（
通
常
1
％
）
に
改

定
す
る
な
ど
、
小
水
力
発
電
へ
の
支
援

策
を
拡
充
さ
せ
て
い
ま
す
。

農
業
用
水
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電

は
、
本
年
度
か
ら
始
ま
る
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
の
活
用
と
と
も
に
、
土
地

改
良
区
の
運
営
強
化
に
向
け
検
討
に
値

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
地
域
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
平
成
26
年
度
改
良

区
区
報
「
神
川
」
発
行
に
際
し
「
着
任

の
挨
拶
」
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
後
と
も
農
業
農
村
整
備
の
推
進

に
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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第
74
回

通
常
総
代
会
が
去
る

3
月
18
日
に
真
田
中
央
公
民
館
に

お
い
て
上
田
・
東
御
の
両
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
、
総

代
66
名
、
役
員
の
出
席
の
も
と
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
10
の
議
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
議
事
に
先
だ
っ
て
現

在
改
良
区
で
抱
え
て
い
る
賦
課
金

の
在
り
方
、
今
後
の
事
業
の
取
り

組
み
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
理
事

長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
い
る
総

務
及
び
事
業
の
各
委
員
会
か
ら
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
委
員

長
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
長
に
上
田
市
山
口

の
小
林
陽
司
さ
ん
を
選
出
し
、
議

事
が
行
わ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案

は
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
議
案
第
一
号

平
成
24
年
度
事

業
報
告
及
び
一
般
会
計
、
特
別

会
計
（
農
地
転
用
決
済
金
・
職

員
退
職
給
与
金
）
歳
入
歳
出
決

算
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
に

つ
い
て

●
議
案
第
二
号

平
成
25
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

（
第
一
回
・
第
二
回
）
専
決
処
分

の
承
認
に
つ
い
て

●
議
案
第
三
号

長
野
県
神
川
沿

岸
土
地
改
良
区
定
款
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

●
議
案
第
四
号

県
営
基
幹
水
利

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事

業
計
画
変
更
に
つ
い
て

●
議
案
第
五
号

平
成
26
年
度
主

な
事
業
計
画
に
つ
い
て

●
議
案
第
六
号

平
成
26
年
度
賦

課
金
の
賦
課
基
準
及
び
賦
課
徴

収
に
つ
い
て

●
議
案
第
七
号

平
成
26
年
度
現

金
の
預
入
先
指
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
八
号

平
成
26
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い

て
●
議
案
第
九
号

平
成
26
年
度
農

地
転
用
決
済
金
特
別
会
計
歳
入

歳
出
予
算
に
つ
い
て

●
議
案
第
十
号

平
成
26
年
度
職

員
退
職
給
与
金
特
別
会
計
歳
入

歳
出
予
算
に
つ
い
て

※
平
成
24
年
度
決
算
・
平
成
26
年

度
予
算
の
内
訳
は
記
載
の
と
お

り
で
す
。

第
74
回
　通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

◆一般会計歳入歳出決算
1. 歳入の部 ( 単位：円 )

科　目 予算額 決算額 説　明

1. 組合費 37,010,000 38,149,777 経常　9,813,170　特別　28,336,607

2. 補助金 38,997,000 33,746,100 上田市　東御市

3. 繰入金 15,000,000 15,000,000 農地転用決済金会計

4. 雑収入 906,000 435,095 貸借料他

5. 過年度収入 100,000 155,190 過年度未収賦課金

6. 交付金 6,336,000 6,336,000 企業局水門管理費

7. 繰越金 9,131,000 14,568,195 23 年度繰越金

歳入合計 107,480,000 108,390,357 

2. 歳出の部
科　目 予算額 決算額 説　明

1. 事務費 13,757,000 12,845,858 事務費・役員報酬・職員人件費・総代会費

2. 選挙費 1,831,000 227,872 ＊総代選挙なし

3. 事務所費 230,000 129,939 事務室経費

4. 財産費 50,000 50,000 職員退職給与金特別会計繰出金

5. 区債及び借入金 9,919,000 9,917,667 和地区元利償還金

6. 負担金 59,518,000 50,553,260 長土連負担金・県営ストマネ事業分担金

7. 維持管理費 18,555,000 15,507,403 
菅平ダム　10,841,314
水門管理　3,985,500
水路など補修費　680,589

8. 諸支出金 620,000 504,211 賦課金通知書配布手数料　他

9. 予備費 3,000,000 0 

歳出合計 107,480,000 89,736,210 

◆農地転用決済金特別会計
1. 歳入の部 ( 単位：円 )

1. 決済金 1,490,320 

2. 雑収入 74,538 

3. 繰越金 79,857,752 

歳入合計 81,422,610 

2. 歳出の部
1. 繰出金 12,000,000 

2. 予備費 0

歳出合計 12,000,000 

◆職員退職給与金特別会計
1. 歳入の部 ( 単位：円 )

1. 繰入金 50,000 

2. 繰越金 300,383 

歳入合計 350,383 

2. 歳出の部
退職給与金 0 

平成24年度　長野県神川沿岸土地改良区決算内容

一
、
経
常
賦
課
金
の
賦
課
基
準
（
経

常
経
費
）
に
つ
い
て

二
、
特
別
賦
課
金
の
徴
集
目
的
と

賦
課
基
準
に
つ
い
て

三
、
賦
課
金
未
納
縮
減
対
策
に
つ

い
て

四
、
定
款
、
規
約
改
正
に
つ
い
て

一
、
農
業
水
利
施
設
の
適
正
な
管
理

体
制
に
つ
い
て

二
、
農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な

改
修
に
つ
い
て

三
、
長
期
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

平成25年11月に理事長より次のとおり、2つの委員会に諮問があり、
平成26年11月を目途に検討会が開催されています。

科　目 本年度予算額 前年度予算額 説　明

科　目 本年度予算額 前年度予算額 説　明

平成26年度　長野県神川沿岸土地改良区予算内容
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第
74
回
　通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

科　目 予算額 決算額 説　明

科　目 予算額 決算額 説　明

平成24年度　長野県神川沿岸土地改良区決算内容

平成 26年 6月 1日長野県神川沿岸土地改良区報（3）

総
務
委
員
会
で
は
、
次
の
四
項

目
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
、
経
常
賦
課
金
の
賦
課
基
準
（
経

常
経
費
）
に
つ
い
て

二
、
特
別
賦
課
金
の
徴
集
目
的
と

賦
課
基
準
に
つ
い
て

三
、
賦
課
金
未
納
縮
減
対
策
に
つ

い
て

四
、
定
款
、
規
約
改
正
に
つ
い
て

委
員
会
で
は
今
ま
で
3
回
の
会

議
を
も
ち
、経
常
賦
課
金
8
0
0
円・

ダ
ム
管
理
費
5
0
0
円
・
左
岸
水
路

維
持
管
理
費
6
0
0
円
・
吉
田
堰

水
門
管
理
費
3
0
0
円
の
現
況
で

す
が
、
賦
課
金
の
内
左
岸
幹
線
と

吉
田
堰
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
収

支
を
別
科
目
と
し
た
ら
と
の
発
言

も
あ
り
検
討
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

又
各
堰
組
合
の
経
理
の
実
態
調
査

を
行
い
、
内
容
を
把
握
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

経
常
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
各
堰

の
実
情
と
、
他
の
土
地
改
良
区
の
現

況
も
調
査
し
適
正
額
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

又
、
未
納
金
、
定
款
、
規
約
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

事
業
委
員
会
で
は
次
の
三
項
目

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
、
農
業
水
利
施
設
の
適
正
な
管
理

体
制
に
つ
い
て

二
、
農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な

改
修
に
つ
い
て

三
、
長
期
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

委
員
会
で
は
流
域
15
堰
の
実
態

と
課
題
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
こ
の
ご
ろ
取

り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

改
修
要
望
の
あ
り
ま
し
た
８
堰
に
つ

い
て
は
6
月
中
に
は
現
地
調
査
を
し

て
事
業
規
模
を
確
認
す
る
予
定
で

す
。事

業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
堰

組
合
単
位
と
な
り
国
、
県
、
市
、

の
い
ず
れ
か
の
補
助
事
業
に
よ
る
と

こ
ろ
と
な
り
ま
す
が
一
般
的
に
は
市

の
補
助
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
堰
組
合
は
20
パ
ー
セ

ン
ト
の
受
益
者
負
担
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
現
在
水
路
の
ほ
と
ん

ど
が
農
業
用
水
路
と
し
て
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
の
排
水
、
防
火
用
水

及
び
、
生
活
用
水
路
等
と
な
っ
て
地

域
全
体
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
し
て
、
農
業
者
の
負
担
率

の
軽
減
を
強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
改
良
区
で
も
頭
首
工
（
取

り
入
れ
口
）
の
工
事
に
つ
い
て
は
受

益
者
分
も
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
改

良
区
、
堰
組
合
と
も
限
ら
れ
た
予

算
で
事
業
執
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

適
正
な
管
理
に
努
め
壊
れ
る
前
に

計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
農
政
で
平
成
26
年

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
日
本
型
直
接

支
払
い
制
度
も
大
い
に
活
用
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

平成25年11月に理事長より次のとおり、2つの委員会に諮問があり、
平成26年11月を目途に検討会が開催されています。

◆一般会計歳入歳出予算内容
1. 歳入の部 ( 単位：千円 )

科　目 本年度予算額 前年度予算額 説　明

1. 組合費 31,010 37,010 経常　9,510　特別　21,500

2. 補助金 21,064 23,528 県・市補助金

3. 繰入金 3,500 3,500 農地転用決済金会計

4. 雑収入 1,220 3,326 貸借料他

5. 過年度収入 100 100 過年度未収賦課金

6. 交付金 7,536 6,336 企業局水門管理費

7. 繰越金 9,800 7,800 25 年度繰越金

歳入合計 74,230 81,600 

2. 歳出の部
科　目 本年度予算額 前年度予算額 説　明

1. 事務費 12,884 15,016 事務費・役員報酬・職員人件費・総代会費他

2. 選挙費 6 6 総代選挙

3. 事務所費 230 230 事務所経費負担金

4. 財産費 50 50 職員退職給与金特別会計繰出金

5. 区債及び借入金 9,919 9,919 和地区元利償還金

6. 負担金 13,270 30,388 県営ストックマネジメント事業　適正化事業

7. 維持管理費 36,458 24,578 
菅平ダム　15,341
水門管理　4,036
水路等補修費　3,000

8. 諸支出金 413 413 金融機関手数料　賦課金通知書配布手数料

9. 予備費 1,000 1,000 

歳出合計 74,230 81,600 

◆農地転用決済金特別会計
1. 歳入の部 ( 単位：千円 )

1. 決済金 1,000 

2. 雑収入 50 

3. 繰越金 69,000 

歳入合計 70,050 

2. 歳出の部
1. 繰出金 3,500 

2. 予備費 66,550

歳出合計 70,050 

◆職員退職給与金特別会計
1. 歳入の部 ( 単位：千円 )

1. 繰入金 50 

2. 繰越金 400 

歳入合計 450 

2. 歳出の部
退職給与金 450 

平成26年度　長野県神川沿岸土地改良区予算内容

総
務
委
員
会
よ
り

総
務
委
員
長

神
津

敬
次

事
業
委
員
会
よ
り

事
業
委
員
長

久
保
田

洋
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平成 26年 6月 1日 長野県神川沿岸土地改良区報 （4）

平
成
26
年
5
月
8

日
（
木
）
午
後
1
時

30
分
よ
り
真
田
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
に
て

春
の
各
堰
組
合
長
会

議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
地
方
事
務
所
・

県
企
業
局
・
菅
平
発

電
所
・
上
田
市
土
地

改
良
課
及
び
浄
水
管

理
セ
ン
タ
ー
職
員
に

も
同
席
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
、

シ
ロ
カ
キ
・
田
植
の

準
備
の
為
の
各
堰
か

ら
の
要
望
、
課
題
な

ど
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
又
、
上
小
地

方
事
務
所
農
地
整
備

課
小
幡
係
長
か
ら
「
菅
平
ダ
ム
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

堰組合長会議が開催された。平成26年度

賦課基準
　・経常賦課金　800円（10aあたり）
　・特別賦課金　ダム維持管理費 500円 　左岸幹線水路維持管理費 600円
　　　　　　　　吉田椻維持管理費 300円
　・償還金分特別賦課金 991万7千円 　吉田堰工事特別賦課金 1,100円

徴収期限　　平成26年７月１日
　　　　　　ただし、償還金分特別賦課金は平成27年２月17日

※  口座振替の方は７月１日に振替えますので残高の確認をお願いします。
　 現金で納入される方はお近くの信州うえだ農協金融窓口か改良区事務局で、上田市・東御市以外にお住ま

いの方は郵便局で期日までに、お支払をお願いいたします。（他の金融機関では振込み手数料が本人の負担
となります。）

平成 20年度以降の未収金状況は下記のとおりです
年　度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 合計（円）
未収金 86,860 158,230 264,090 348,340 420,430 496,210 1,774,160
件　数 37 43 51 64 78 96 369

26年度の賦課基準と賦課徴収について

平成26年度主な事業計画
1 基幹水利施設ストックマネージメント事業「神川左岸地区」…………………………45,000千円

神川左岸幹線水路は全長 13.5kmの総延長を持つ主要な水路ですが、築造から 40 年を経て、老朽化が
進んでいます。今年度は漏水事故の多い岩清水サイフォンの上・下流の改修工事を予定しています。

2 基幹水利施設ストックマネージメント事業「吉田堰地区」……………………………30,000千円
吉田堰は機能診断を行うなかで老朽化による破損、漏水箇所の補修をすすめてきました。今年度も開
水路、ゲート等の補修を行っていく予定です。

3 土地改良施設維持管理適正化事業「岩門堰地区」…………………………………………… 318千円
農業農村整備基盤整備事業「菅平地区」……………………………………………………4,969千円4

菅
平
ダ
ム
の
平
成
25
年
度
運
用
実
績
と
26
年
度

運
用
計
画
に
つ
い
て

 

各
堰
の
水
門
管
理
状
況
報
告
に
つ
い
て

 

各
堰
の
安
全
管
理
と
水
門
管
理
日
誌
の
記
帳
依

頼
に
つ
い
て

 

平
成
26
年
度
の
水
門
管
理
費
に
つ
い
て

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

1234

平成26年度　堰組合長

は
じ
め
に
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1
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30
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よ
り
真
田
地
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自
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セ
ン
タ
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に
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春
の
各
堰
組
合
長
会

議
が
行
わ
れ
ま
し

た
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県
地
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事
務
所
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県
企
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局
・
菅
平
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電
所
・
上
田
市
土
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改
良
課
及
び
浄
水
管

理
セ
ン
タ
ー
職
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に

も
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席
い
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だ
き
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
、

シ
ロ
カ
キ
・
田
植
の

準
備
の
為
の
各
堰
か

ら
の
要
望
、
課
題
な

ど
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
又
、
上
小
地

方
事
務
所
農
地
整
備

課
小
幡
係
長
か
ら
「
菅
平
ダ
ム
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

堰組合長会議が開催された。平成26年度

賦課基準
　・経常賦課金　800円（10aあたり）
　・特別賦課金　ダム維持管理費 500円 　左岸幹線水路維持管理費 600円
　　　　　　　　吉田椻維持管理費 300円
　・償還金分特別賦課金 991万7千円 　吉田堰工事特別賦課金 1,100円

徴収期限　　平成26年７月１日
　　　　　　ただし、償還金分特別賦課金は平成27年２月17日

※  口座振替の方は７月１日に振替えますので残高の確認をお願いします。
　 現金で納入される方はお近くの信州うえだ農協金融窓口か改良区事務局で、上田市・東御市以外にお住ま

いの方は郵便局で期日までに、お支払をお願いいたします。（他の金融機関では振込み手数料が本人の負担
となります。）

平成 20年度以降の未収金状況は下記のとおりです
年　度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 合計（円）
未収金 86,860 158,230 264,090 348,340 420,430 496,210 1,774,160
件　数 37 43 51 64 78 96 369

26年度の賦課基準と賦課徴収について

平成26年度主な事業計画
1 基幹水利施設ストックマネージメント事業「神川左岸地区」…………………………45,000千円

神川左岸幹線水路は全長 13.5kmの総延長を持つ主要な水路ですが、築造から 40 年を経て、老朽化が
進んでいます。今年度は漏水事故の多い岩清水サイフォンの上・下流の改修工事を予定しています。

2 基幹水利施設ストックマネージメント事業「吉田堰地区」……………………………30,000千円
吉田堰は機能診断を行うなかで老朽化による破損、漏水箇所の補修をすすめてきました。今年度も開
水路、ゲート等の補修を行っていく予定です。

3 土地改良施設維持管理適正化事業「岩門堰地区」…………………………………………… 318千円
農業農村整備基盤整備事業「菅平地区」……………………………………………………4,969千円4

菅
平
ダ
ム
の
平
成
25
年
度
運
用
実
績
と
26
年
度

運
用
計
画
に
つ
い
て

 

各
堰
の
水
門
管
理
状
況
報
告
に
つ
い
て

 

各
堰
の
安
全
管
理
と
水
門
管
理
日
誌
の
記
帳
依

頼
に
つ
い
て

 

平
成
26
年
度
の
水
門
管
理
費
に
つ
い
て

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
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平成 26年 6月 1日長野県神川沿岸土地改良区報（5）

組
合
長
や
役
員
さ
ん
に
は
、
水
門
・
用
排

水
路
等
の
管
理
、
施
設
の
危
険
防
止
、
安
全

対
策
等
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成26年度　堰組合長
堰
組
合

組
合
長

中
島
堰

唐
沢
　
　
勝
繁

山
吹
堰

遠
江

謹
一
郎

内
ノ
原
堰

山
口
　
　
　
武

窪
小
西
堰

松
井
　
　
文
雄

横
尾
堰

深
井

喜
代
一

横
尾
堰

竹
田
　
　
　
宏

吉
田
堰

若
林
　
　
　
源

堀
越
堰

久
保
田
　
　
洋

新
屋
堰

倉
島
　
　
光
男

林
之
郷
堰

春
原
　
　
和
次

岩
門
堰

松
下
　
　
千
秋

大
矢
堰

宮
嶋
　
　
　
功

常
田
堰

臼
田
　
　
隆
一

久
保
堰

山
辺
　
　
光
之

岩
下
堰

長
谷
川

吉
史

左
岸
幹
線

神
津
　
　
敬
次

「菅平ダムの現状と課題について」
長野県上小地方事務所農地整備課　計画調査係

担当係長　小幡　淳

菅
平
ダ
ム
は
、
か
ん
が
い
、
上
水
道
及
び
発
電

の
た
め
の
施
設
と
し
て
長
野
県
農
政
部
、
長
野
県

企
業
局
、
上
田
市
、
長
野
県
神
川
沿
岸
土
地
改
良

区
が
共
同
事
業
者
と
な
っ
て
建
設
し
た
利
水
専
用

の
ダ
ム
で
す
。

菅
平
ダ
ム
建
設
の
歴
史
は
、
昭
和
25
年
の
期

成
同
盟
会
の
結
成
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
菅

平
高
原
に
硫
黄
掘
削
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
こ

と
に
よ
る
中
断
・
再
開
を
経
て
、
昭
和
37
年
に

県
営
事
業
と
し
て
ダ
ム
事
業
が
採
択
さ
れ
、
昭

和
41
年
に
着
工
、
昭
和
43
年
10
月
に
完
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
農
家
の
事
業
費
負
担

と
建
設
後
の
管
理
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

多
目
的
ダ
ム
と
す
る
こ
と
や
、
財
産
組
合
の
土

地
を
県
が
保
健
休
養
地
と
し
て
開
発
・
販
売
し
、

そ
の
余
剰
金
を
事
業
費
に
充
て
る
と
い
う
「
菅

平
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
に
よ
り
解
消
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

か
ん
が
い
用
の
水
は
、
神
川
か
ら
取
水
す
る

15
の
堰
か
ら
、
約
1
3
0
0
h
a
の
農
地
を
潤

し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
、
か
つ

て
毎
年
の
よ
う
に
干
害
に
み
ま
わ
れ
て
い
た
流

域
の
農
地
の
生
産
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
水
道
、
発
電
は
も
と
よ
り
、
河
川

の
流
況
が
安
定
し
た
こ
と
で
農
業
以
外
に
も
計

り
知
れ
な
い
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
稿
は
、
ダ
ム
の
建
設
か
ら
45
年
が
経
過
し

た
施
設
の
状
況
や
抱
え
て
い
る
課
題
、
ま
た
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
現
在
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

お
伝
え
す
る
も
の
で
、
今
後
の
土
地
改
良
区
の

運
営
等
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
際
の
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

は
じ
め
に
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ダ
ム
の
建
設
後
45
年
が
経
過
し
、
以
下
の
よ
う
な

状
況
の
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

状
況
の
変
化

建設当時の計画 現　在 増減
１，９７９ｈａ １，２８１ｈａ ６９８ｈａの減

①農地（菅平ダム受益面積）の減少

計　画 現　在 増減
３４５万１千㎥ ２９９万７千㎥ ４５万４千㎥の減

②貯水容量の不一致
計画当時とダムの運用開始後の体積の算出方法の違いにより、貯水容量（総貯水量）が小さくなっています。

①総貯水量 ②現在の堆砂量 有効貯水量（①－②）
２９９万７千㎥ ３７万３千㎥ ２６２万４千㎥

③土砂堆積の進行
上流域から流入する土砂が年々ダムに堆積し続けています。直近10年間では毎年１万㎥ずつ増加している
状況となっています。

④施設の老朽化
ダムの表面や端部のコンクリートに劣化が見られるほか、ゲート類は塗装の剥離や錆が発生しています。

ダム表面、端部のコンクリートの劣化

H24.10.26　菅平ダム堆砂状況写真

取水ゲート内部写真

ダム管理棟内機器

①
大
規
模
な
施
設
の
補
修
・
更
新

②
水
利
権
更
新

課
　
題
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取水ゲート内部写真

ダム管理棟内機器

ダム管理棟内の電気関係機器類は、一般的な製品寿命（耐用年数）を超過しているものもあります。

①
大
規
模
な
施
設
の
補
修
・
更
新

前
頁
④
の
と
お
り
、
施
設
が
老
朽
化
し
て

い
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
保
守
）
頻
度

が
増
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
修
繕

費
用
等
の
維
持
管
理
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
耐
用
年
数
を
超
過
し
た
機
器

類
は
い
つ
壊
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

あ
り
、
今
後
も
適
切
に
ダ
ム
を
運
用
し
て
い

く
た
め
の
大
規
模
な
補
修
・
更
新
が
必
要
な

時
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

②
水
利
権
更
新

河
川
の
水
を
か
ん
が
い
や
上
水
道
、
発
電

に
用
い
る
た
め
、
ま
た
、
ダ
ム
に
水
を
貯
留

す
る
た
め
に
は
河
川
管
理
者
の
許
可
を
得
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
菅
平
ダ
ム
の
貯
留
に
関

し
て
は
現
在
、
平
成
28
年
3
月
ま
で
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
土
砂
が
毎
年

1
万
㎥
ず
つ
堆
積
し
続
け
た
場
合
、
何
年
か

後
に
は
下
流
の
各
堰
が
必
要
と
し
て
い
る
貯

水
量
を
確
保
で
き
な
い
事
態
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
河
川
管
理
者
（
ダ
ム
の
場
合
は

国
土
交
通
省
）
に
対
し
て
は
、
次
回
の
更
新

手
続
き
ま
で
に
、
堆
積
土
の
排
出
対
策
の
実

施
に
よ
り
将
来
的
に
も
貯
水
量
を
確
保
で
き

る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
権

利
の
更
新
が
で
き
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

課
　
題
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①
菅
平
ダ
ム
保
全
管
理
研
究
委
員
会

上
記
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

今
後
に
必
要
な
対
策
等
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
8
月
に
共
同
事
業
者
及
び

関
係
市
町
村
か
ら
委
員
を
選
出
し
、

「
菅
平
ダ
ム
保
全
管
理
研
究
委
員
会
」

（
委
員
長
:
神
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の

箱
山
理
事
長
）
を
発
足
し
て
検
討
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
主
に
課

題
の
抽
出
や
各
委
員
の
情
報
共
有
を

行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
整
備
等
の

方
向
性
を
決
定
す
る
と
と
も
に
詳
細

の
調
査
や
概
算
事
業
費
等
を
見
積
も

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
機
能
診
断
及
び
機
能
保
全
計
画

委
員
会
で
の
検
討
の
前
段
階
で

は
、
平
成
22
〜
23
年
度
に
補
修
や
補
強

が
必
要
な
施
設
の
調
査
や
、
そ
れ
ら

の
補
修
・
更
新
に
必
要
と
な
る
費
用

の
試
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

点
で
は
、
ゲ
ー
ト
や
電
気
設
備
等
の

補
修
更
新
費
用
に
約
6
億
円
、
堆
積

土
の
排
出
対
策
等
に
約
13
億
5
千
万

円
、
合
計
19
億
5
千
万
円
が
必
要
と

い
う
試
算
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
想
定
さ
れ
る
対
策
事
業
の
内
容

各
共
同
事
業
者
は
対
策
費
用
の
負

担
に
限
度
が
あ
り
、
導
入
事
業
に
国

庫
補
助
を
充
当
し
た
と
し
て
も
、
試

算
結
果
の
19
億
5
千
万
円
と
い
う
事

業
を
そ
の
ま
ま
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、

「
管
理
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
」「
堆

砂
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
」
と
い
う

考
え
方
の
も
と
、
あ
ら
た
め
て
事
業

費
の
限
度
を
設
定
し
た
上
で
、

・
ゲ
ー
ト
関
係
、
電
気
関
係
設
備
の
更

新
整
備
（
自
動
化
）

・
土
砂
の
流
入
抑
制
対
策
（
貯
砂
ダ
ム
）

・
土
砂
搬
出
先
の
確
保
と
い
っ
た
こ
と

を
優
先
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

対
策
と
対
応

お
わ
り
に

ダ
ム
は
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域

発
展
の
礎
と
し
て
不
可
欠
で
あ

り
、
次
の
世
代
に
良
好
な
状
態
で

引
き
継
ぐ
こ
と
が
現
在
に
生
き
る

私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

施
設
の
補
修
・
更
新
や
水
利
権
更

新
に
向
け
た
堆
砂
土
の
排
出
対
策

の
事
業
化
が
必
要
不
可
欠
で
す
の

で
、
今
後
と
も
土
地
改
良
区
組
合

員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

菅
平
ダ
ム
は
、
先
人
達
の
汗
と

菅
平
ダ
ム
は
、
先
人
達
の
汗
と

知
恵
を
結
集
し
、
幾
多
の
困
難
を

知
恵
を
結
集
し
、
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
昭
和
４３
年
１０１０
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

ダ
ム
完
成
に
さ
き
が
け
て
、
当

ダ
ム
完
成
に
さ
き
が
け
て
、
当

改
良
区
は
昭
和
２７
年
５
月

年
５
月
２６
日
設

立
さ
れ
、
そ
の
目
的
は
、
神
川
水

立
さ
れ
、
そ
の
目
的
は
、
神
川
水

系
１５
の
取
り
入
れ
か
ら
成
る
各
堰

の
取
り
入
れ
か
ら
成
る
各
堰

の
維
持
管
理
と
農
地
の
ほ
場
整
備

の
維
持
管
理
と
農
地
の
ほ
場
整
備

等
の
開
発
を
柱
と
し
、
当
時
の
神

等
の
開
発
を
柱
と
し
、
当
時
の
神

川
村
役
場
の
一
室
に
事
務
所
が
置

川
村
役
場
の
一
室
に
事
務
所
が
置

か
れ
一
市
一
〇
村
か
ら
な
る
受
益

か
れ
一
市
一
〇
村
か
ら
な
る
受
益

面
積
１
９
７
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
改

面
積
１
９
７
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
改

良
区
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
有
史
以
来
年
間

こ
の
地
域
は
、
有
史
以
来
年
間

降
水
量
が
概
ね
９
０
０
㎜
以
下
と

寡
雨
な
状
況
で
あ
り
水
争
い
が
絶

え
ず
農
業
用
水
に
苦
慮
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
神
川
上
流
部
（
大
洞

地
区
）
に
水
ガ
メ
【
ダ
ム
】
を
建

設
す
る
こ
と
が
悲
願
で
あ
り
ま
し

た
。丁

度
そ
の
こ
ろ
、
ダ
ム
予
定
地

の
上
流
部
の
四
阿
山
（
２
３
５
４

ｍ
）
裾
野
で
、
国
の
産
業
政
策
の

下
、
鉱
毒
事
業
の
試
掘
が
許
可
さ

れ
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

須
坂
市
仁
礼
地
区
、
足
尾
銅
山
等

全
国
的
に
鉱
毒
水
問
題
が
発
生
し

汚
染
問
題
が
多
発
し
て
お
り
、
も

菅平ダムの歴史と現状について
会計担当理事　久保田　良和
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し
神
川
が
汚
染
さ
れ
れ
ば
生
活
、
農
業
全

般
に
被
害
が
拡
大
さ
れ
死
の
川
と
な
り
、

壊
滅
的
な
打
撃
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
時
の
神
川
村
長
（
故
堀
込
義
雄
氏
）

が
中
心
と
な
り
対
策
委
員
会
が
設
立
さ

れ
、
反
対
運
動
を
展
開
し
、
一
年
半
後
の

昭
和
２８
年
７
月
１０
日
に
上
田
城
址
跡
市
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
農
家
、
婦
人
会
、
Ｊ
Ａ
関

係
者
及
び
各
種
団
体
等
、
総
勢
３
０
０
０

人
が
集
結
し
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
こ

の
願
い
が
届
き
、
昭
和
２８
年
９
月
２９
日
に

国
の
試
掘
許
可
が
却
下
さ
れ
、
神
の
水
は

汚
染
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
時
の
思
い
、
連
帯
感
、

一
体
感
が
菅
平
ダ
ム
建
設
に
突
き
進
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ダ
ム
建
設
の

許
可
は
平
坦
な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
の
理
由
は
、
計
画
当
初
は
農
業
用
水

の
み
の
ダ
ム
と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
の

で
ダ
ム
建
設
の
事
業
費
約
１２
億
円
の
地
元

負
担
分
２５
％
の
工
面
が
建
た
ず
、
又
、
国

の
基
準
の
投
資
効
果
か
ら
も
難
し
い
ダ
ム

と
評
価
さ
れ
１０
年
の
歳
月
が
流
れ
る
事
に

な
り
ま
す
。

　
改
良
区
の
初
代
理
事
長
（
故
倉
島
蔵
二

氏
）
は
こ
の
対
策
に
奔
走
し
、
ズ
ク
を

出
し
・
汗
を
出
し
・
知
恵
を
出
し
建
設
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
当
初
の
農
業
用
水
の
み
の
ダ
ム
か
ら

水
道
（
上
田
市
）・
発
電
（
長
野
県
企
業

局
）
及
び
菅
平
の
別
荘
開
発
の
利
水
ダ
ム

と
し
て
、
活
路
を
見
出
し
改
良
区
設
立
か

ら
１０
年
余
の
歳
月
を
経
て
昭
和
３７
年
度
に

国
の
認
可
を
得
て
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
、
昭
和
４１
年
７
月
１３
日
ダ
ム
の
定
礎
式

を
行
い
、
２
カ
年
余
の
歳
月
を
か
け
、
昭

和
４３
年
１０
月
に
完
成
し
通
水
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
先
達
の
血
の
に
じ
む
努
力
に
よ
り
築
か

れ
た
菅
平
ダ
ム
は
、
万
世
に
継
承
す
べ
き

財
産
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
地
域
資

産
と
し
て
、
後
世
に
語
り
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
皆
さ
ん
、
菅
平
ダ
ム
も
完
成
か
ら

４５
年
余
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
農

業
用
水
、
水
道
及
び
発
電
と
し
て
地
域
の

生
活
、
産
業
発
展
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

【
水
】
と
な
り
、
そ
の
恩
恵
は
量
り
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
達
人
間
と
同
じ
く

年
を
重
ね
て
き
ま
す
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
病

ん
で
医
者
に
係
り
治
療
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
菅
平
ダ
ム
も
同
様
で
あ
り
、
平

成
２２
年
・
２３
年
度
に
国
の
補
助
を
頂
き
４

つ
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
現
状
診
断
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
、
ダ
ム
本
体

　
貯
水
機
能
、
利
水
機
能
に
関
す
る
構
造

的
に
深
刻
な
機
能
低
下
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨

材
の
反
応
抑
制
な
ど
、
軽
微
な
補
修
に
よ

り
堤
体
は
そ
の
機
能
を
維
持
で
き
る
と
判

断
さ
れ
た
。

二
、
電
気
・
ゲ
ー
ト
機
械
類

　
一
部
は
定
期
診
断
に
よ
り
、
更
新
・
補

修
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
設
備
の
ほ
と
ん

ど
は
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い
る
現
状
に

あ
り
、
計
画
的
な
更
新
が
必
要
で
あ
り
対

策
が
急
務
で
あ
る
。

三
、
ダ
ム
周
辺
設
備

　
管
理
棟
の
ダ
ム
内
斜
面
、
及
び
堤
体
左

岸
下
流
部
の
地
山
露
出
部
で
は
、
浸
食
が

著
し
く
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

四
、
ダ
ム
の
な
か
の
堆
砂

　
堆
砂
量
が
３７
万
㎥
と
許
容
量
（
２０
万
㎥
）

を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
放

置
し
た
場
合
有
効
貯
水
量
の
減
少
と
、
堤

体
安
定
の
低
下
を
招
く
恐
れ
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
診
断
結
果
を
受
け
、
改
良
区

で
は
理
事
か
ら
成
る
事
業
対
策
委
員
会
を

設
け
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
～
三
の
課
題
は
対
応
方
法
も
幅
広
く

あ
り
、
各
施
設
の
健
全
度
ア
ッ
プ
も
容
易

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
四
の
ダ
ム
の
な
か
の
堆
砂
の
課
題
で
す

が
、
早
急
に
許
容
量
の
差
（
１７
万
㎥
）
を

搬
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
数
か
所
に
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
、
そ
の
搬
出
土

の
有
効
利
用
方
法
、
今
後
堆
砂
土
を
ダ
ム

内
に
流
入
さ
せ
な
い
為
の
施
設
等
の
対
策

が
急
務
で
あ
り
、
膨
大
な
事
業
費
が
見
込

ま
れ
頭
の
痛
い
課
題
で
あ
り
、利
水
者
（
農

業
者
・
水
道
者
・
発
電
者
等
）
だ
け
で
、

そ
の
費
用
負
担
を
す
る
こ
と
は
、
今
日
の

農
業
情
勢
か
ら
大
変
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
水
利
権
と
の
絡
み

も
あ
り
平
成
２８
年
度
当
初
ま
で
に
解
決
す

る
こ
と
が
国
土
交
通
省
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
国
、
県
、
市
当
局
の
指
導
を

頂
き
な
が
ら
最
善
な
道
を
模
索
し
て
お
り

ま
す
。

　
水
利
権
は
、
祖
先
や
先
人
達
が
大
変
な

ご
苦
労
を
重
ね
て
得
た
権
利
で
あ
り
、
子

達
や
孫
に
正
し
く
伝
え
継
承
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
水
不
足
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
が
、
菅
平
ダ
ム
の
お
陰
で
疑
問
も
な

く
秋
の
収
穫
が
出
来
ま
し
た
事
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　【
水
】
の
有
り
が
た
さ
【
神
川
】
の
有

り
が
た
さ
【
菅
平
ダ
ム
】
の
有
り
が
た
さ

を
再
認
識
頂
き
、
こ
れ
か
ら
も
事
業
運
営

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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①
菅
平
ダ
ム
保
全
管
理
研
究
委
員
会

②
機
能
診
断
及
び
機
能
保
全
計
画

③
想
定
さ
れ
る
対
策
事
業
の
内
容

対
策
と
対
応

お
わ
り
に
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し
神
川
が
汚
染
さ
れ
れ
ば
生
活
、
農
業
全

般
に
被
害
が
拡
大
さ
れ
死
の
川
と
な
り
、

壊
滅
的
な
打
撃
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
時
の
神
川
村
長
（
故
堀
込
義
雄
氏
）

が
中
心
と
な
り
対
策
委
員
会
が
設
立
さ

れ
、
反
対
運
動
を
展
開
し
、
一
年
半
後
の

昭
和
２８
年
７
月
１０
日
に
上
田
城
址
跡
市
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
農
家
、
婦
人
会
、
Ｊ
Ａ
関

係
者
及
び
各
種
団
体
等
、
総
勢
３
０
０
０

人
が
集
結
し
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
こ

の
願
い
が
届
き
、
昭
和
２８
年
９
月
２９
日
に

国
の
試
掘
許
可
が
却
下
さ
れ
、
神
の
水
は

汚
染
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
時
の
思
い
、
連
帯
感
、

一
体
感
が
菅
平
ダ
ム
建
設
に
突
き
進
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ダ
ム
建
設
の

許
可
は
平
坦
な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
の
理
由
は
、
計
画
当
初
は
農
業
用
水

の
み
の
ダ
ム
と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
の

で
ダ
ム
建
設
の
事
業
費
約
１２
億
円
の
地
元

負
担
分
２５
％
の
工
面
が
建
た
ず
、
又
、
国

の
基
準
の
投
資
効
果
か
ら
も
難
し
い
ダ
ム

と
評
価
さ
れ
１０
年
の
歳
月
が
流
れ
る
事
に

な
り
ま
す
。

　
改
良
区
の
初
代
理
事
長
（
故
倉
島
蔵
二

氏
）
は
こ
の
対
策
に
奔
走
し
、
ズ
ク
を

出
し
・
汗
を
出
し
・
知
恵
を
出
し
建
設
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
当
初
の
農
業
用
水
の
み
の
ダ
ム
か
ら

水
道
（
上
田
市
）・
発
電
（
長
野
県
企
業

局
）
及
び
菅
平
の
別
荘
開
発
の
利
水
ダ
ム

と
し
て
、
活
路
を
見
出
し
改
良
区
設
立
か

ら
１０
年
余
の
歳
月
を
経
て
昭
和
３７
年
度
に

国
の
認
可
を
得
て
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
、
昭
和
４１
年
７
月
１３
日
ダ
ム
の
定
礎
式

を
行
い
、
２
カ
年
余
の
歳
月
を
か
け
、
昭

和
４３
年
１０
月
に
完
成
し
通
水
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
先
達
の
血
の
に
じ
む
努
力
に
よ
り
築
か

れ
た
菅
平
ダ
ム
は
、
万
世
に
継
承
す
べ
き

財
産
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
地
域
資

産
と
し
て
、
後
世
に
語
り
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
皆
さ
ん
、
菅
平
ダ
ム
も
完
成
か
ら

４５
年
余
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
農

業
用
水
、
水
道
及
び
発
電
と
し
て
地
域
の

生
活
、
産
業
発
展
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

【
水
】
と
な
り
、
そ
の
恩
恵
は
量
り
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
達
人
間
と
同
じ
く

年
を
重
ね
て
き
ま
す
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
病

ん
で
医
者
に
係
り
治
療
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
菅
平
ダ
ム
も
同
様
で
あ
り
、
平

成
２２
年
・
２３
年
度
に
国
の
補
助
を
頂
き
４

つ
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
現
状
診
断
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
、
ダ
ム
本
体

　
貯
水
機
能
、
利
水
機
能
に
関
す
る
構
造

的
に
深
刻
な
機
能
低
下
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨

材
の
反
応
抑
制
な
ど
、
軽
微
な
補
修
に
よ

り
堤
体
は
そ
の
機
能
を
維
持
で
き
る
と
判

断
さ
れ
た
。

二
、
電
気
・
ゲ
ー
ト
機
械
類

　
一
部
は
定
期
診
断
に
よ
り
、
更
新
・
補

修
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
設
備
の
ほ
と
ん

ど
は
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い
る
現
状
に

あ
り
、
計
画
的
な
更
新
が
必
要
で
あ
り
対

策
が
急
務
で
あ
る
。

三
、
ダ
ム
周
辺
設
備

　
管
理
棟
の
ダ
ム
内
斜
面
、
及
び
堤
体
左

岸
下
流
部
の
地
山
露
出
部
で
は
、
浸
食
が

著
し
く
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

四
、
ダ
ム
の
な
か
の
堆
砂

　
堆
砂
量
が
３７
万
㎥
と
許
容
量
（
２０
万
㎥
）

を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
放

置
し
た
場
合
有
効
貯
水
量
の
減
少
と
、
堤

体
安
定
の
低
下
を
招
く
恐
れ
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
診
断
結
果
を
受
け
、
改
良
区

で
は
理
事
か
ら
成
る
事
業
対
策
委
員
会
を

設
け
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
～
三
の
課
題
は
対
応
方
法
も
幅
広
く

あ
り
、
各
施
設
の
健
全
度
ア
ッ
プ
も
容
易

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
四
の
ダ
ム
の
な
か
の
堆
砂
の
課
題
で
す

が
、
早
急
に
許
容
量
の
差
（
１７
万
㎥
）
を

搬
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
数
か
所
に
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
、
そ
の
搬
出
土

の
有
効
利
用
方
法
、
今
後
堆
砂
土
を
ダ
ム

内
に
流
入
さ
せ
な
い
為
の
施
設
等
の
対
策

が
急
務
で
あ
り
、
膨
大
な
事
業
費
が
見
込

ま
れ
頭
の
痛
い
課
題
で
あ
り
、利
水
者
（
農

業
者
・
水
道
者
・
発
電
者
等
）
だ
け
で
、

そ
の
費
用
負
担
を
す
る
こ
と
は
、
今
日
の

農
業
情
勢
か
ら
大
変
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
水
利
権
と
の
絡
み

も
あ
り
平
成
２８
年
度
当
初
ま
で
に
解
決
す

る
こ
と
が
国
土
交
通
省
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
国
、
県
、
市
当
局
の
指
導
を

頂
き
な
が
ら
最
善
な
道
を
模
索
し
て
お
り

ま
す
。

　
水
利
権
は
、
祖
先
や
先
人
達
が
大
変
な

ご
苦
労
を
重
ね
て
得
た
権
利
で
あ
り
、
子

達
や
孫
に
正
し
く
伝
え
継
承
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
水
不
足
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
が
、
菅
平
ダ
ム
の
お
陰
で
疑
問
も
な

く
秋
の
収
穫
が
出
来
ま
し
た
事
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　【
水
】
の
有
り
が
た
さ
【
神
川
】
の
有

り
が
た
さ
【
菅
平
ダ
ム
】
の
有
り
が
た
さ

を
再
認
識
頂
き
、
こ
れ
か
ら
も
事
業
運
営

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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編
集
後
記

富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
の

象
徴
で
あ
る
富
岡
製
糸
場
が

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
見
通
し
と
い

う
。今

で
は
す
っ
か
り
衰
退
し

て
し
ま
っ
た
養
蚕
業
で
あ
り
、

か
つ
て
は
桑
畑
で
あ
っ
た
が

今
は
遊
休
荒
廃
地
と
な
っ
て

い
る
農
地
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
お
蚕
様
」が
改
め

て
注
目
を
あ
び
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

養
蚕
技
術
は
、
稲
作
技
術

と
前
後
し
て
日
本
に
伝
わ
っ

て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
言
伝
え
が

あ
り
、
古
事
記
や
日
本
書
紀

に
は
幾
つ
か
の
説
話
が
あ
り

ま
す
が
、
５
千
年
と
も
言
わ

れ
る
長
い
養
蚕
の
歴
史
を
経

て
、
世
界
に
お
い
て
日
本
以

上
に
シ
ル
ク
で
発
展
し
た
国

は
あ
り
ま
せ
ん
。

吉
田
堰
沿
い
に
あ
る
表
木

神
社
に
は
養
蚕
の
神
を
祀
る

「
蚕
影
山
」が
あ
り
、
中
世
末

期
か
ら
養
蚕
業
が
我
が
国
の

基
幹
産
業
で
あ
っ
た
昭
和
中

期
ま
で
、
広
く
信
仰
を
集
め

て
き
た
往
時
が
偲
ば
れ
ま
す
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
古
代

中
国
の
絹
が
中
央
ア
ジ
ア
を

経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
伝
え
ら

れ
た
道
で
あ
る
が
、
日
本
に

と
っ
て
は
、
日
本
こ
そ
が
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点
で
あ
っ

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

１
．
農
地
を
転
用
す
る
と
き（
田
・
畑
を
宅
地
・
道
路
等

に
す
る
と
き
）

２
．
公
共
事
業（
道
路
改
修
・
河
川
改
修
）で
農
地
が
買

収
さ
れ
た
と
き

こ
の
よ
う
な
場
合
は
転
用
組
合
員
と
転
用
関
係
者
連

名
で『
農
地
転
用
等
の
通
知
書
』と『
地
区
除
外
申
請
書
』

を
土
地
改
良
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
そ
の
外
に
決
済
金
が
必
要

で
す
。
転
用
に
よ
り
受
益
面
積
が
減
っ
て
し
ま
う
と
、
残
っ

た
農
家
の
土
地
改
良
施
設
を
維
持
す
る
負
担
が
増
え
て

し
ま
う
の
で
、
農
家
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
土
地
改

良
法
第
42
条
の
規
定
に
よ
り
、
決
済
金
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

決
済
金

１
㎡
あ
た
り
30
円

※
左
岸
水
路
に
係
る
地
域
は

　
　
　

左
岸
水
路
に
係
る
地
域
は

　
　
　

70
円（
改
良
区
50
円
・
左
岸
協
議

会
20
円
）

※
農
地
を
売
買
・
貸
借
す
る
場
合
、
土
地
改
良
法
第
42
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
農
地
の
権
利
義
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
賦
課
金
の
未
納
や
滞
納
が
あ
る
場
合
は
そ
の
ま

ま
引
き
継
が
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
公
共
事
業
用
地（
道
路
・
河
川
・
公
園
・
建
物
等
）と
し
て
売

渡
・
寄
付
さ
れ
る
場
合
も
決
済
金
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
農
振
地
域
の
田
畑
は「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
事
前
に
除
外
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
土
地
改
良
区
へ

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

賦
課
金
の
算
定
基
礎
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

賦
課
金
の
算
定
基
礎
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

神
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
土
地
台
帳
の
面
積
で
す
。

神
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
土
地
台
帳
の
面
積
で
す
。

土
地
改
良
区
の
土
地
台
帳
の
面
積
・
組
合
員
の
変

土
地
改
良
区
の
土
地
台
帳
の
面
積
・
組
合
員
の
変

更
は
、
公
共
機
関（
法
務
局
・
市
・
農
業
委
員
会
）

更
は
、
公
共
機
関（
法
務
局
・
市
・
農
業
委
員
会
）

な
ど
に
農
地
の
転
用
や
異
動
の
手
続
き
を
し
て
も
、

な
ど
に
農
地
の
転
用
や
異
動
の
手
続
き
を
し
て
も
、

ご
本
人
が
直
接
土
地
改
良
区
へ
届
出
し
な
け
れ
ば

ご
本
人
が
直
接
土
地
改
良
区
へ
届
出
し
な
け
れ
ば

変
更
で
き
ま
せ
ん
。

従
っ
て
届
出
が
な
い
場
合
、
賦
課
金
は
変
更
前

従
っ
て
届
出
が
な
い
場
合
、
賦
課
金
は
変
更
前

の
ま
ま
賦
課
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
下

の
ま
ま
賦
課
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
下

さ
い
。

組
合
員
資
格
の
変
更
や
農
地
を
異
動
し
た
場
合

『
組
合
員
資
格
得
喪
の
通
知
書
』の
提
出
を
！

１
．
農
地
の
全
部
又
は
一
部
を
売
買
・
貸
借
・
交

農
地
の
全
部
又
は
一
部
を
売
買
・
貸
借
・
交

換
・
贈
与
し
た
と
き

２
．
組
合
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
経
営
を
移

組
合
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
経
営
を
移

譲
し
た
と
き

３
．
農
業
者
年
金（
経
営
移
譲
年
金
）を
受
け
よ
う

農
業
者
年
金（
経
営
移
譲
年
金
）を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き

４
．
住
所
を
変
更
し
た
と
き

住
所
を
変
更
し
た
と
き

上
記
に
該
当
す
る
場
合
は『
組
合
員
資
格
得
喪
の

上
記
に
該
当
す
る
場
合
は『
組
合
員
資
格
得
喪
の

通
知
書
』を
土
地
改
良
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
書
』を
土
地
改
良
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
よ
り
土
地
改
良
区
の
土
地
台
帳
・
組
合

こ
れ
に
よ
り
土
地
改
良
区
の
土
地
台
帳
・
組
合

員
名
簿
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
場
合

『
農
地
転
用
等
の
通
知
書
』・『
地
区
除
外
申
請
』

の
提
出
を
！

改良区からのお願い
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